
令和４年事企法―３７ 新旧対照表

（二重傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前

１１ 給実甲第２２０号（期末手当及び勤勉手当 １１ 給実甲第２２０号（期末手当及び勤勉手当

の支給について）の一部を次の表により改正す の支給について）の一部を次の表により改正す

る。 る。

改 正 後 改 正 前 改 正 後 改 正 前

（略） （略） （略） （略）

41 各庁の長は、規則 41 各庁の長は、規則 41 各庁の長は、規則 41 各庁の長は、規則

第１３条第１項の 第１３条第１項及 第１３条第１項の 第１３条第１項及

規定により指定職 び第１３条の２第 規定により指定職 び第１３条の２第

俸給表の適用を受 １項の規定により 俸給表の適用を受 １項の規定により

ける職員の成績率 指定職俸給表の適 ける職員の成績率 指定職俸給表の適

を定めるに当たっ 用を受ける職員の を定めるに当たっ 用を受ける職員の

ては、勤勉手当の 成績率を定めるに ては、勤勉手当の 成績率を定めるに

額の総額が次に掲 当たっては、次の 額の総額が次に掲 当たっては、次の

げる各庁の長に所 各号に掲げる職員 げる各庁の長に所 各号に掲げる職員

属する給与法第１ の区分ごとの勤勉 属する給与法第１ の区分ごとの勤勉

９条の７第１項の 手当の額の総額が ９条の７第１項の 手当の額の総額が

職員の区分ごと 当該各号に定める 職員の区分ごと 当該各号に定める

に、それぞれ当該 額を超えない範囲 に、それぞれ当該 額を超えない範囲

職員の勤勉手当基 内で定めるものと 職員の勤勉手当基 内で定めるものと

礎額に１００分の する。ただし、各 礎額に１００分の する。ただし、各

１００を乗じて得 庁の長は、第１号 １００を乗じて得 庁の長は、第１号

た額の総額を超え ⑴若しくは⑵又は た額の総額を超え ⑴若しくは⑵又は

ない範囲内で定め 第２号⑴若しくは ない範囲内で定め 第２号⑴若しくは

るものとする。た ⑵に掲げる職員の るものとする。た ⑵に掲げる職員の

だし、各庁の長 いずれかが著しく だし、各庁の長 いずれかが著しく

は、次の各号に掲 少数であること等 は、次の各号に掲 少数であること等

げる職員のいずれ の事情により、こ げる職員のいずれ の事情により、こ

かが著しく少数で れによることが著 かが著しく少数で れによることが著

あること等の事情 しく困難であると あること等の事情 しく困難であると

により、これによ 認められる特別の により、これによ 認められる特別の



ることが著しく困 事情がある場合に ることが著しく困 事情がある場合に

難であると認めら は、これらの規定 難であると認めら は、これらの規定

れる特別の事情が 及びこの項の規定 れる特別の事情が 及びこの項の規定

ある場合には、こ の趣旨に照らし合 ある場合には、こ の趣旨に照らし合

れらの規定及びこ 理的に必要と認め れらの規定及びこ 理的に必要と認め

の項の規定の趣旨 られる範囲内にお の項の規定の趣旨 られる範囲内にお

に照らし合理的に いて、別段の取扱 に照らし合理的に いて、別段の取扱

必要と認められる いをすることがで 必要と認められる いをすることがで

範囲内において、 きる。この場合に 範囲内において、 きる。この場合に

別段の取扱いをす おいて、各庁の長 別段の取扱いをす おいて、各庁の長

ることができる。 は、その内容を事 ることができる。 は、その内容を事

この場合におい 務総長に報告する この場合におい 務総長に報告する

て、各庁の長は、 ものとする。 て、各庁の長は、 ものとする。

その内容を事務総 その内容を事務総

長に報告するもの 長に報告するもの

とする。 とする。

一 次号に掲げる 一 再任用職員以 一 次号に掲げる 一 再任用職員以

職員以外の職員 外の職員 次に 職員以外の職員 外の職員 次に

掲げる各庁の長 掲げる各庁の長

に所属する給与 に所属する給与

法第１９条の７ 法第１９条の７

第１項の職員の 第１項の職員の

区分ごとに、そ 区分ごとに、そ

れぞれ当該職員 れぞれ当該職員

の勤勉手当基礎 の勤勉手当基礎

額に１００分の 額に１００分の

１０５を乗じて １００を乗じて

得た額の総額 得た額の総額

⑴ ⑵に掲げる ⑴ ⑵に掲げる

職員以外の 職員以外の

職員 職員

⑵ 国家行政組 ⑵ 国家行政組

織法第８条 織法第８条

の２に規定 の２に規定



する施設等 する施設等

機関及び同 機関及び同

法第９条に 法第９条に

規定する地 規定する地

方支分部局 方支分部局

並びにこれ 並びにこれ

らに相当す らに相当す

る組織に勤 る組織に勤

務する職員 務する職員

二 国家行政組織 二 再任用職員 二 国家行政組織 二 再任用職員

法第８条の２に 次に掲げる各庁 法第８条の２に 次に掲げる各庁

規定する施設等 の長に所属する 規定する施設等 の長に所属する

機関及び同法第 給与法第１９条 機関及び同法第 給与法第１９条

９条に規定する の７第１項の職 ９条に規定する の７第１項の職

地方支分部局並 員の区分ごと 地方支分部局並 員の区分ごと

びにこれらに相 に、それぞれ当 びにこれらに相 に、それぞれ当

当する組織に勤 該職員の勤勉手 当する組織に勤 該職員の勤勉手

務する職員 当基礎額に１０ 務する職員 当基礎額に１０

０分の５７．５ ０分の５２．５

を乗じて得た額 を乗じて得た額

の総額 の総額

⑴ ⑵に掲げる ⑴ ⑵に掲げる

職員以外の 職員以外の

職員 職員

⑵ 国家行政組 ⑵ 国家行政組

織法第８条 織法第８条

の２に規定 の２に規定

する施設等 する施設等

機関及び同 機関及び同

法第９条に 法第９条に

規定する地 規定する地

方支分部局 方支分部局

並びにこれ 並びにこれ

らに相当す らに相当す



る組織に勤 る組織に勤

務する職員 務する職員


